
防災教育チャレンジプラン

地域から学び、地域とともに取り組む
防災教育

熊本県 芦北町立田浦小学校

プランの目的

① 児童の防災意識や防災に関する実践力の向上

② 過去の災害から学ぶ防災教育の計画

③ 地域の防災意識の向上

④ 地域全体への防災啓発

① 年間計画による防災教育や実践的避難訓練

② 過去の災害から学ぶ防災教育

③ 防災フェスタ、防災劇や防災に関する発表

安否札、防災チェックリスト

④ 絵本や紙芝居、ポスターの配付、防災掲示物



防災教育年間指導計画

各学年の目標

５・６学年
の目標

○様々な自然災害について、発生のメカニズムや特徴、避
難や応急処置等、対処方法を理解する。

○自然災害発生時の情報に基づいて自らが適切に判断し、
安全な行動をとることができる。

○自己の安全を確保しながら、下級生の安全にも配慮する。

３・４学年
の目標

○自然災害時における様々な危険と自然災害に応じた適
切な避難の仕方を知る。

○自然災害に対して、回避するための安全な行動をとるこ
とができる。

○学んだことを家庭で伝えたり、困っている人がいたら近く
の大人に知らせたりすることができる。

１・２学年
の目標

○様々な自然災害があることや自然災害に応じた避難の
仕方を知る。

○近くの大人の指示に従い、行動することができる。
○基本的生活習慣を身に付け、自分のことは自分でできる

ようにする。



各学年の防災教育年間指導計画（抜粋）

６
年

道
徳

東京大空襲の中
で

命を大切にしようとする態度を養う。

５
年

理
科

天気の変化 天気の変化は予想できることを知らせる。

４
年

総
合

町の防災につい
て調べ伝えよう

自分の町の防災について調べたことを伝え
よう。

３
年

国
語

かるた 「防災カルタ」を作り、防災について考えさせ
る。

２
年

学
活

あぶないばしょ
はどこ？

地震が起きたときの対応の仕方を知る。
自分の命を守るための方法を考えさせる。

１
年

生
活

地震から自分の
命を守ろう

自分の命を守るためにどのように行動すれ
ばよいのかを考えさせる。

○低・中・高学年ごとに防災目標を設定
○普段の学習の中に防災教育を位置づけ

３年生 「総合的な学習の時間」

「ボランティア名人になろう」

・ 福祉体験

・ 避難の仕方

・ 自分にできること



防災マップ
（災害弱者の立場から）

みちがほそい

手すりがある

音のなる信号

川におちる

町探検後の感想（３年生）



防災掲示物の原案

原案から作成した掲示物

３学期中に公民館
に掲示する予定

１枚、１枚児童が
丁寧に色をぬりま
した。



５年生 「総合的な学習の時間」

「災害から命をまもろう」

・ 昭和５７年の水害の写真を活用

・ グループごとに調査

・ 地域の防災に役立つものを作成

・ 学習発表会で地域住民や保護者に対し発信

地震の起こり方５年生が作成したスライド



５年生が作成した安否札

６年生 「総合的な学習の時間」

「伝えよう！わたしたちの町の防災」
・ 水害経験者の講話

・ 水害や災害について調査
・ 絵本、紙芝居、ポスターなどの作成
・ 防災劇や防災に関する発表



防災絵本

防災絵本①（小学校低学年用）



防災紙芝居

防災絵本②（保育所・幼稚園用）



児童の実態に応じた実践的避難訓練

小・中合同避難訓練保護者への児童引き渡し訓練教室以外の場所での地震避難訓練

「防災フェスタの実施」

水消火器体験

ＡＥＤ体験けがの手当て

防災グッズ



保護者向け防災教育
「ちょこっと防災」

保護者向け防災教育
「ちょこっと防災」



保護者向け防災教育
「ちょこっと防災」

防災通信の発行

記事の内容

○小・中合同避難訓練
○児童引き渡し訓練
○防災フェスタ
○安否札や道具チェッ

ク表配付のお知らせ

・各地区の掲示板に掲示
・各地区の回覧板で回覧



成果
○ 児童の防災意識、実践力の向上

○ 地域防災への貢献

○ 地域の防災意識の向上

○ 避難マニュアルの改善

○ 地域住民や地域の関係機関とのつながり

○ 持続的な防災啓発

課題
● 引継ぎと情報共有が重要

● 多くの災害を防災教育で学ばせることの難しさ

● 小・中連携の重要性

● 田浦小の防災キャラクターの活用

● 防災フェスタや避難訓練と防災教育との関連付け

● 避難訓練の課題から見える学校生活上の課題



ご清聴ありがと
うございました


